
私
いLい
□
い
い
口

る
気
候
変
動
や
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境

変
化
は
、
人
間
の
健
康
や
将
来
の
社
会

資
産
、
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
や
植
物

の
生
産
力
の
水
準
変
化
を
介
し
て
、
私

た
ち
自
身
に
損
失
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
損
失
の
多
く
は
、
い

ま
だ
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
市

場
を
行
き
来
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
原
料
調
達
、
製
造
、
流
通
、
消
費
、

廃
棄
後
ま
で
含
む
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ

て
、
市
場
の
外
側
で
社
会
に
ど
ん
な
損

失
を
与
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な

損
失
を
、
疫
学
、
縣
性
学
、
大
気
汚
染

学
な
ど
の
知
見
を
用
い
て
定
獄
的
に
推

定
し
て
可
視
化
す
る
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
影
孵
評
価
(
L
C
I
A
)
」
と
い
う
研

究
分
野
が
あ
る
。

日
本
発
の
L
C
I
A

手
法
と
し
て
国

際
的
に
も
注
目
さ
れ
る
「L
I
M
E
（
日

本
版
被
害
算
定
型
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
環

境
影
響
評
価
手
法
）
モ
デ
ル
」
で
1

年

当
た
り
の
社
会
の
損
失
を
推
定
す
る

と
、
温
暖
化
や
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康

の
損
失
は
寿
命
換
算
で
「1
人
当
た
り

7

日

(
5
0
年
間
で
1

年
分
の
損
失
に
相

品
A
を
よ
り
望
ま
し
く
感
じ
る
だ
ろ
う
。

長
寿
の
人
が
多
く
、
医
療
が
充
実
し
た

地
域
な
ら
、
健
康
損
失
よ
り
も
生
物
種

の
絶
滅
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
よ
り
緊
急
性

が
高
く
、
製
品
B

を
支
持
す
る
ほ
う
が

社
会
の
好
み
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
だ
。

不
平
等
・
貧
困
と
価
値
観

こ
の
よ
う
な
価
値
観
は
、
直
接
尋
ね

て
み
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
L
I
M
E
開
発
者
の
東
京
都
市

大
学
の
伊
坪
徳
宏
教
授
、
京
都
大
学
の

栗
山
浩
一
教
授
ら
と
共
に
、
箪
者
は
世

界
1
9カ
国
に
居
住
す
る
成
人
男
女
、
総

計
6
0
0
0

人
以
上
を
対
象
に
大
規
模

同
時
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
実
験

的
手
法
を
用
い
て
回
答
者
の
好
み
を
定

量
的
に
解
析
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、

そ
の
回
答
デ
ー
タ
と
社
会
経
済
指
標
の

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
解
析
す
る
こ

と
で
、
「
各
損
失
の
重
要
度
を
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
ふ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
」

を
体
系
的
に
分
析
し
た
。

結
果
と
し
て
観
察
さ
れ
た
価
値
観
は

予
想
通
り
夕
盆
碑
だ
っ
た
。
大
ま
か
に
は
、

1

人
当
た
り
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)

が
高
い
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
生
物

種
の
保
全
対
策
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
、

1

人
当
た
り
G
D
P

が
中
程
度
の
ブ
ラ

ジ
ル
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
人
間
健

康
を
改
善
す
る
対
策
の
ほ
う
が
優
先
さ

環
境
問
題
の
よ
う
な
地
球
規
模
で
公

共
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
国
際
的
合
意

当
）
」
、
過
剰
な
資
源
利
用
等
に
よ
る
将

来
の
社
会
資
産
の
損
失
は
「1
人
当
た

り

9
3
0

米
ド
ル
」
、
温
暖
化
や
土
地
開

発
・
森
林
伐
採
に
よ
る
生
物
種
の
損
失

は
「
1
3
0

種
」
、
人
間
や
動
植
物
の
生

命
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
植
物
生
長
の

損
失
は
「
1
3
0

億
ト
ン
」
と
試
算
さ
れ

る
（
値
は2
0
2
2

年
最
新
、
世
界
全

れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
他
の
社
会
経

済
指
標
や
個
人
的
状
況
も
含
め
て
解
析

す
る
と
、
よ
り
進
ん
だ
発
見
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
平
均
寿
命
が
短
い
国
や
国
内

の
所
得
格
差
が
大
き
い
国
で
は
、
生
物

種
の
保
全
よ
り
も
人
間
の
健
康
を
重
視

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
米
国

や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
1

人
当
た
り
G

D
P

が
高
い
国
だ
が
、
平
均
寿
命
は
低

め
で
、
国
内
の
所
得
不
平
等
度
（
ジ
ニ

係
数
）
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
国
に
居

住
す
る
人
々
は
、
自
分
に
直
接
関
係
し

そ
‘
？
な
人
間
の
健
康
を
、
間
接
的
な
関

係
に
見
え
る
生
物
種
の
保
全
よ
り
も
優

先
し
て
い
た
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
よ
う

な
価
値
観
が
回
答
者
個
人
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
高
所
得
国
に
住
ん
で
い

て
も
、
回
答
者
自
身
が
相
対
的
に
貧
困

で
あ
っ
た
り
、
社
会
的
弱
者
で
あ
っ
た

り
す
る
場
合
に
は
、
生
物
種
の
保
全
よ

り
も
人
間
の
健
康
を
優
先
す
る
。
逆
に
、

低
所
得
国
に
居
住
し
て
い
て
も
、
回
答

者
自
身
が
高
所
得
層
で
あ
る
場
合
に

は
、
生
物
種
の
保
全
を
人
間
の
健
康
よ

り
も
優
先
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

価
値
観
の
来
歴
を
知
る

体
の
平
均
・
集
計
値
）
。
同
じ
情
報
を
使

っ
て
、
個
別
製
品
単
位
で
損
失
戴
を
可

視
化
で
き
る
の
で
、L
I
M
E
は
企
業

の
製
品
開
発
や
環
境
会
計
の
評
価
手
法

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

社
会
の
損
失
を
可
視
化
す
る
こ
と

は
、
ど
ち
ら
の
製
品
が
望
ま
し
い
か
を

判
断
す
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
だ
。
例

の
破
棄
や
、
各
国
の
対
策
の
停
滞
に
も
、

こ
の
よ
ヽ
？
な
価
値
観
の
違
い
は
強
く
関

係
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
民
主
主

義
社
会
で
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
実
装
す

る
に
は
社
会
の
「
合
意
」
が
必
要
で
、

国
民
の
理
解
や
価
値
観
が
そ
の
行
方
を

左
右
す
る
か
ら
だ
。
脱
炭
素
を
叫
び
な

が
ら
、
炭
素
税
の
よ
う
な
最
も
経
済
効

率
的
で
あ
る
は
ず
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が

い
ま
だ
十
分
に
実
装
さ
れ
な
い
の
も
、

こ
の
よ
う
な
「
合
意
」
が
現
実
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

温
暖
化
や
生
物
種
保
全
な
ど
の
社
会

課
題
に
は
、
そ
の
対
策
費
用
が
今
す
ぐ

生
じ
る
一
方
で
、
そ
の
対
策
の
リ
タ
ー

ン
は
遠
い
将
来
に
生
じ
る
と
い
う
超
長

期
の
公
共
財
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
対
策
の
合
理
的
選
択
に
は
少
な
く

と
も
数
十
年
単
位
で
の
費
用
便
益
の
視

点
が
必
須
な
の
だ
が
、
現
在
を
重
視
し

が
ち
な
入
間
社
会
で
は
そ
の
対
策
の
実

装
は
先
送
り
さ
れ
る
。
対
策
の
影
署
が

ま
だ
見
ぬ
数
世
代
先
や
世
界
全
体
に
も

生
じ
る
と
い
う
意
味
で
、
社
会
全
体
の

合
意
形
成
の
難
し
さ
は
、
少
子
化
問
題

や
教
育
投
資
以
上
だ
ろ
う
。1
9カ
国
調

査
の
結
果
は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身

に
直
接
関
係
し
な
さ
そ
う
な
「
社
会
の

損
失
」
を
、
長
期
的
視
点
を
も
っ
て
重

視
す
る
価
値
観
を
共
有
で
き
な
い
背
景

に
、
格
差
や
貧
困
の
問
題
も
横
た
わ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

学者が斬

村上佳世
（神戸大学特命講師）

むらかみ・かよ 1982年京都市出身。京都大学大学院博士後期

課程修了。日本学術振興会特別研究且RPDなどを経て、神戸大

学社会システムイノベーションセンター・法学研究科所属（現職）。

専門は環境経済学、消殺者政策。博士（経済学）。

価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
「
社
会
の
損
失
」
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
価
値
観
と
そ
の
背
景
が
見
え
て
く
る
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
経
済
合
理
性

え
ば
、
従
来
品
と
比
較
し
て
、
新
製
品

A
の
健
康
損
失
が
（
例
え
ば
微
粒
子
の

排
出
を
抑
え
る
こ
と
で
）
半
分
に
な
る

な
ら
、
社
会
的
に
よ
り
望
ま
し
い
製
品

を
開
発
で
き
た
と
判
断
で
き
る
。
コ
ス

ト
面
に
問
題
な
け
れ
ば
、
新
製
品A
へ

の
代
替
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
健
康
損
失
は
従
来
の
ま
ま
で
、

生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が
（
例
え
ば
生

態
系
に
配
慮
し
た
原
材
料
調
達
に
よ
っ

て
）
半
分
に
な
る
新
製
品B
を
同
時
に

開
発
し
た
と
き
、
私
た
ち
は
ど
ち
ら
の

製
品
を
支
持
す
べ
き
だ
ろ
う
。
新
製
品

A
な
ら
人
間
の
健
康
損
失
が
半
分
、
新

製
品
B

な
ら
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が

半
分
に
な
る
。
こ
ん
な
と
き
、
ど
ち
ら

が
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
か
、
物

量
単
位
の
ま
ま
で
は
判
断
が
難
し
い
。

「
健
康
損
失
が
半
分
に
な
る
こ
と
の
ほ

う
が
、
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が
半
分

に
な
る
こ
と
よ
り
も

2

倍
重
要
だ
」
と

考
え
れ
ば
、
新
製
品A
の
改
善
を
2

倍

大
き
く
評
価
し
て
、A
に
軍
配
を
上
げ

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
逆
な
ら
新
製
品

B

の
改
善
の
ほ
‘
？
符
丘
倍
大
き
く
評
価

し
て
、
B

に
軍
配
を
上
げ
れ
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
異
な
る
単
位
で
測
ら
れ

る
領
域
の
損
失
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ

て
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
重
要
度
が
異

な
る
。
短
命
の
人
が
多
く
、
医
療
が
不

十
分
な
地
域
で
は
、
健
康
損
失
を
回
避

す
る
価
値
が
相
対
的
に
高
い
た
め
に
製

TO 
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償世上

経
済
理
論
的
に
は
、
対
策
の
遅
れ
は
佳

船

典
型
的
な
公
共
財
の
過
少
供
給
な
の
だ
村

幹

か
ら
、
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
教大

要
な
の
は
い
‘
i
で
も
な
い
。
し
か
し
学

そ
れ
を
後
押
し
す
る
社
会
の
受
容
性
が
5

格
差
や
貧
困
と
深
く
関
わ
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の
な
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そ
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分
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こ
と
な
し
に
、
環
境
問
題
の
効
率
的
船

3
 

教

解
決
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
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取
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私
いLい
□
い
い
口

る
気
候
変
動
や
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境

変
化
は
、
人
間
の
健
康
や
将
来
の
社
会

資
産
、
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
や
植
物

の
生
産
力
の
水
準
変
化
を
介
し
て
、
私

た
ち
自
身
に
損
失
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
損
失
の
多
く
は
、
い

ま
だ
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
市

場
を
行
き
来
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
原
料
調
達
、
製
造
、
流
通
、
消
費
、

廃
棄
後
ま
で
含
む
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ

て
、
市
場
の
外
側
で
社
会
に
ど
ん
な
損

失
を
与
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な

損
失
を
、
疫
学
、
縣
性
学
、
大
気
汚
染

学
な
ど
の
知
見
を
用
い
て
定
獄
的
に
推

定
し
て
可
視
化
す
る
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
影
孵
評
価
(
L
C
I
A
)
」
と
い
う
研

究
分
野
が
あ
る
。

日
本
発
の
L
C
I
A

手
法
と
し
て
国

際
的
に
も
注
目
さ
れ
る
「L
I
M
E
（
日

本
版
被
害
算
定
型
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
環

境
影
響
評
価
手
法
）
モ
デ
ル
」
で
1

年

当
た
り
の
社
会
の
損
失
を
推
定
す
る

と
、
温
暖
化
や
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康

の
損
失
は
寿
命
換
算
で
「1
人
当
た
り

7

日

(
5
0
年
間
で
1

年
分
の
損
失
に
相

品
A
を
よ
り
望
ま
し
く
感
じ
る
だ
ろ
う
。

長
寿
の
人
が
多
く
、
医
療
が
充
実
し
た

地
域
な
ら
、
健
康
損
失
よ
り
も
生
物
種

の
絶
滅
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
よ
り
緊
急
性

が
高
く
、
製
品
B

を
支
持
す
る
ほ
う
が

社
会
の
好
み
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
だ
。

不
平
等
・
貧
困
と
価
値
観

こ
の
よ
う
な
価
値
観
は
、
直
接
尋
ね

て
み
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
L
I
M
E
開
発
者
の
東
京
都
市

大
学
の
伊
坪
徳
宏
教
授
、
京
都
大
学
の

栗
山
浩
一
教
授
ら
と
共
に
、
箪
者
は
世

界
1
9カ
国
に
居
住
す
る
成
人
男
女
、
総

計
6
0
0
0

人
以
上
を
対
象
に
大
規
模

同
時
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
実
験

的
手
法
を
用
い
て
回
答
者
の
好
み
を
定

量
的
に
解
析
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、

そ
の
回
答
デ
ー
タ
と
社
会
経
済
指
標
の

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
解
析
す
る
こ

と
で
、
「
各
損
失
の
重
要
度
を
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
ふ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
」

を
体
系
的
に
分
析
し
た
。

結
果
と
し
て
観
察
さ
れ
た
価
値
観
は

予
想
通
り
夕
盆
碑
だ
っ
た
。
大
ま
か
に
は
、

1

人
当
た
り
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)

が
高
い
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
生
物

種
の
保
全
対
策
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
、

1

人
当
た
り
G
D
P

が
中
程
度
の
ブ
ラ

ジ
ル
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
人
間
健

康
を
改
善
す
る
対
策
の
ほ
う
が
優
先
さ

環
境
問
題
の
よ
う
な
地
球
規
模
で
公

共
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
国
際
的
合
意

当
）
」
、
過
剰
な
資
源
利
用
等
に
よ
る
将

来
の
社
会
資
産
の
損
失
は
「1
人
当
た

り

9
3
0

米
ド
ル
」
、
温
暖
化
や
土
地
開

発
・
森
林
伐
採
に
よ
る
生
物
種
の
損
失

は
「
1
3
0

種
」
、
人
間
や
動
植
物
の
生

命
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
植
物
生
長
の

損
失
は
「
1
3
0

億
ト
ン
」
と
試
算
さ
れ

る
（
値
は2
0
2
2

年
最
新
、
世
界
全

れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
他
の
社
会
経

済
指
標
や
個
人
的
状
況
も
含
め
て
解
析

す
る
と
、
よ
り
進
ん
だ
発
見
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
平
均
寿
命
が
短
い
国
や
国
内

の
所
得
格
差
が
大
き
い
国
で
は
、
生
物

種
の
保
全
よ
り
も
人
間
の
健
康
を
重
視

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
米
国

や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
1

人
当
た
り
G

D
P

が
高
い
国
だ
が
、
平
均
寿
命
は
低

め
で
、
国
内
の
所
得
不
平
等
度
（
ジ
ニ

係
数
）
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
国
に
居

住
す
る
人
々
は
、
自
分
に
直
接
関
係
し

そ
‘
？
な
人
間
の
健
康
を
、
間
接
的
な
関

係
に
見
え
る
生
物
種
の
保
全
よ
り
も
優

先
し
て
い
た
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
よ
う

な
価
値
観
が
回
答
者
個
人
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
高
所
得
国
に
住
ん
で
い

て
も
、
回
答
者
自
身
が
相
対
的
に
貧
困

で
あ
っ
た
り
、
社
会
的
弱
者
で
あ
っ
た

り
す
る
場
合
に
は
、
生
物
種
の
保
全
よ

り
も
人
間
の
健
康
を
優
先
す
る
。
逆
に
、

低
所
得
国
に
居
住
し
て
い
て
も
、
回
答

者
自
身
が
高
所
得
層
で
あ
る
場
合
に

は
、
生
物
種
の
保
全
を
人
間
の
健
康
よ

り
も
優
先
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

価
値
観
の
来
歴
を
知
る

体
の
平
均
・
集
計
値
）
。
同
じ
情
報
を
使

っ
て
、
個
別
製
品
単
位
で
損
失
戴
を
可

視
化
で
き
る
の
で
、L
I
M
E
は
企
業

の
製
品
開
発
や
環
境
会
計
の
評
価
手
法

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

社
会
の
損
失
を
可
視
化
す
る
こ
と

は
、
ど
ち
ら
の
製
品
が
望
ま
し
い
か
を

判
断
す
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
だ
。
例

の
破
棄
や
、
各
国
の
対
策
の
停
滞
に
も
、

こ
の
よ
ヽ
？
な
価
値
観
の
違
い
は
強
く
関

係
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
民
主
主

義
社
会
で
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
実
装
す

る
に
は
社
会
の
「
合
意
」
が
必
要
で
、

国
民
の
理
解
や
価
値
観
が
そ
の
行
方
を

左
右
す
る
か
ら
だ
。
脱
炭
素
を
叫
び
な

が
ら
、
炭
素
税
の
よ
う
な
最
も
経
済
効

率
的
で
あ
る
は
ず
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が

い
ま
だ
十
分
に
実
装
さ
れ
な
い
の
も
、

こ
の
よ
う
な
「
合
意
」
が
現
実
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

温
暖
化
や
生
物
種
保
全
な
ど
の
社
会

課
題
に
は
、
そ
の
対
策
費
用
が
今
す
ぐ

生
じ
る
一
方
で
、
そ
の
対
策
の
リ
タ
ー

ン
は
遠
い
将
来
に
生
じ
る
と
い
う
超
長

期
の
公
共
財
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
対
策
の
合
理
的
選
択
に
は
少
な
く

と
も
数
十
年
単
位
で
の
費
用
便
益
の
視

点
が
必
須
な
の
だ
が
、
現
在
を
重
視
し

が
ち
な
入
間
社
会
で
は
そ
の
対
策
の
実

装
は
先
送
り
さ
れ
る
。
対
策
の
影
署
が

ま
だ
見
ぬ
数
世
代
先
や
世
界
全
体
に
も

生
じ
る
と
い
う
意
味
で
、
社
会
全
体
の

合
意
形
成
の
難
し
さ
は
、
少
子
化
問
題

や
教
育
投
資
以
上
だ
ろ
う
。1
9カ
国
調

査
の
結
果
は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身

に
直
接
関
係
し
な
さ
そ
う
な
「
社
会
の

損
失
」
を
、
長
期
的
視
点
を
も
っ
て
重

視
す
る
価
値
観
を
共
有
で
き
な
い
背
景

に
、
格
差
や
貧
困
の
問
題
も
横
た
わ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
「
社
会
の
損
失
」
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
価
値
観
と
そ
の
背
景
が
見
え
て
く
る
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
経
済
合
理
性

え
ば
、
従
来
品
と
比
較
し
て
、
新
製
品

A
の
健
康
損
失
が
（
例
え
ば
微
粒
子
の

排
出
を
抑
え
る
こ
と
で
）
半
分
に
な
る

な
ら
、
社
会
的
に
よ
り
望
ま
し
い
製
品

を
開
発
で
き
た
と
判
断
で
き
る
。
コ
ス

ト
面
に
問
題
な
け
れ
ば
、
新
製
品A
へ

の
代
替
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
健
康
損
失
は
従
来
の
ま
ま
で
、

生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が
（
例
え
ば
生

態
系
に
配
慮
し
た
原
材
料
調
達
に
よ
っ

て
）
半
分
に
な
る
新
製
品B
を
同
時
に

開
発
し
た
と
き
、
私
た
ち
は
ど
ち
ら
の

製
品
を
支
持
す
べ
き
だ
ろ
う
。
新
製
品

A
な
ら
人
間
の
健
康
損
失
が
半
分
、
新

製
品
B

な
ら
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が

半
分
に
な
る
。
こ
ん
な
と
き
、
ど
ち
ら

が
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
か
、
物

量
単
位
の
ま
ま
で
は
判
断
が
難
し
い
。

「
健
康
損
失
が
半
分
に
な
る
こ
と
の
ほ

う
が
、
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が
半
分

に
な
る
こ
と
よ
り
も

2

倍
重
要
だ
」
と

考
え
れ
ば
、
新
製
品A
の
改
善
を
2

倍

大
き
く
評
価
し
て
、A
に
軍
配
を
上
げ

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
逆
な
ら
新
製
品

B

の
改
善
の
ほ
‘
？
符
丘
倍
大
き
く
評
価

し
て
、
B

に
軍
配
を
上
げ
れ
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
異
な
る
単
位
で
測
ら
れ

る
領
域
の
損
失
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ

て
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
重
要
度
が
異

な
る
。
短
命
の
人
が
多
く
、
医
療
が
不

十
分
な
地
域
で
は
、
健
康
損
失
を
回
避

す
る
価
値
が
相
対
的
に
高
い
た
め
に
製
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償世上

経
済
理
論
的
に
は
、
対
策
の
遅
れ
は
佳

船

典
型
的
な
公
共
財
の
過
少
供
給
な
の
だ
村

幹

か
ら
、
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
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の
は
い
‘
i
で
も
な
い
。
し
か
し
学
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れ
を
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教

解
決
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
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意
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で
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学
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飢
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や
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ど
に
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組
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誰
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人
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な
i
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」
社
会
を
目
指
すS
D
G
S

（
持
続
可
釦
コ
原
工

能
な
開
発
目
標
）
の
理
念
に
は
、
経
済
〗
翻

合
理
性
が
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
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